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昭和48年１月13日第３種郵便物認可

昭和62年２月10日発行（毎月10日）

全国膠原病友の会北海道支部
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＊年頭の挨拶にかえて

　　　　　　　

支部長

　

小寺

　

千明・

＊友の会１５周年・

　　　

記念総会と交流会のお知らせ

＊国会請願署名・募金ご協力のお礼・

＊全国膠原病友の会総会に出席して・

＊ＪＰＣ全国交流集会に参加して・，

＊難病対策１５年

　　　　　

（ＪＰＣの仲間より転載）
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渉盲薦凪

づ

/

心七万
〈支部長〉小寺千明

　

年頭の挨拶口丿時期はずれｔなってしＪいｊしμが｡齢年を

迎え、皆こyんはごのようなお気将ちて過ござれまし八でしょう

か。「今年こ利亀と思いを新陶ぐれ八方石いらっしゃゐの

でぱないでしょうか。

　

今年、友の会道支部は/5周年を迎えＪ工その八めの準備と

して、記念号を発行する計画か

を迎文られることは、ひとえに私達を支えて下こyつている膳先

生方がいら。しがることμいうまで乙ありません。しかしそ

(ﾌ)前に、会費を払っていゐ一人ひと･畑会rtの皆さんがいるこ

とを、忘れてはいけないと思います。会員の皆さんがいゐ限り、

反の会は継統しマいヵヽなければいけない(ﾌ)です。

　

医療と福祉囚爰遮が進む昨今で寸が、咎く(ﾌ)方々に支えらわ

で私達は大きな夢を乙っマバざらに歩んでいさたいと思いま

寸。今年と､どうぞよろしくお付き合い下ざい。

２
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一友・会結成15周年-

　

４

記念総会と交流会のお知らせ

　

１
１’配侭粉公とｘ汎萱のお知らせ

　

ｉ
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昭和４ﾜ年10月に北海道支部が茄成されマ、冷耳で/５周年

を迎え１寸。

　

北海道７ヽ最も季節・良い６月20日～2旧t-- pCiNc.-,総会と

交流会を鮪崔し八く準備をすすめて糾はす。

　

記念総会心凛で、冴して交流会μ定山渓皿泉にづ白し

原年を參ﾉかﾉ、今いに語り、栗しみたいと思バいま竃

　

詳しくは改めてご案内い八しまず(7)で、拝調を整えて一

人マｔ今くの皆さんがご剽口下さゐことをお願いします。

ぐ

国会請願署名･募金ご協力の御礼

　

゛｀難病愚者なとrＱ医療と生活(ｱ)保障を求め乱国会加瞬署名、

募金運動にご協力い八八き、本当にありが乙うございました．

　

目

の健康や生活を守ゐかめに、今年と､また．皆さんと共に頑張

りたいと.思います．

　

反(7)会として、(昭和62年／月禾現声)

署名数 3６８　沁

募産額

　　

82､463

　

円

　　

乙なりました。

冷くの皆様のご謳力をありがとうございまし穴。
３
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小序千明

　

昨年の川月23日
、

東京お茶印ﾄﾞ､の東ポファ三りーホテル別7)

支邦長会議に引き枇いて

。

翌舛口12時より刊べ田区の主婦会館

において
、

本部総会及び医療講演会が行なわれました。

　

当日はあいにく叩哺ﾐい曇りをでしたが､親しくな・穴各支

邦昭ぺ表の方々乙一緒になご々ヵヽが雰囲気で公傷に向ｽﾞ)ヽいま

した。

　

まず初めに

、

寺山代表委員の演拶Lこ続いて釆賓紹介

､

祝電被

露が行7ヽわれ

。

議題に入りました
。

活動癖陣所

､

収支決算

、

活動方針り又支予算と議題の内容については丿膠原酸認ヱマ

前もっマお知らゼ:してあっμ澗で、
質疑応答乙特になぐ会場

の皆さん(ﾌ泳認を得ました。

　

その蹟

。

支県べ表紹介挨拶

､

本弟役員紹介と統いて

、

最後

に私達(ｱ)要望事項乙して
、

1｡膠原病(ｱ)原因究明と湘似顔沁陶l蜘し

２

　

膠原病の早期発見と早眸朗肺制の諏立

3、膠原病の専FI医専門病院の適正配置

４。全但ブロヽソク毎に膠原病センター(ｱl配置(膠原病科(;り設

　　

置)

５バ感顧ベヅド(ｱ)軽減及び解消
４



６．割印雖適凩恥哨‘帯医療贋の支給

フ医療費公費負担則啄疾患の拡大(シェーブに/癩侯群)

８．専門医・保健婦の増員によゐ訪関診寮.訪問看護制度の

　

拡充

９鍼.灸マヽソサージう菓方草なし東洋医学の医療蒋辞

　

範囲を拡大レ鎗削願鋪蝉を撤廃

,o、身南聯ほの拡大と難病患差(膠原病)の挨獲番置の拡

　

大

に膠原病患若を含む内部障害老(ｱ)更生施設(ﾌ)拡充

/2.働ける膠原病愚看(ｱ)雇用促進

,3.単身膠刑何度選の公営往宅へ・優先入場

　

以上をを員(ｱ)拍手をもっマ決議いたしまし靫。

　

休憩(7)K$:ご研究班抑

応義塾大学病部の本間先生による抑

二(刀内容についてはダ膠凧に詳しく載ることと思い１覗

　

そ(7)練(7)医療相談。生活相談及び布親会には､飛働幾のβ蝉

(ｱ)都合武部ﾛﾏｊまてんでしたがり５周年らしかったのは医療

講演(ﾌ)みであとは物足りなさが残る総会マヽした。それ７も総

会(ｱ､始まる前(砂｀しの時間び1)用して、会場近く(碩渫舘を見

川ﾉ、よ智大学(ｙべ々｀ノパス庖散策し八りしマ、方よ。のﾉ旅

の気分を味わった東京行寺でした。
５



－･一一●－･－一一一一一一一一一一一一一一一一ヽ
『

　

ＪＰＣ全国交流集会に参加して』
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三森礼子

　

去る日月22、23曰(ｱ)両曰にわたり、熱海市の新熱海ホテルに

於いて「曰本の医療・福祉と患者遭動を考えゐ全国交流会。が

開かれた。

　

今年６月丿人間としマ(7)尊良生命(7)尊厳鯛可よりも六帽て

されゐ社会バア)実現を願って、曰本患者・家族団体協議会(Ｊ

ＰＣ)が郎成されたが、この集会はその母体となづごゆ八か

な医療じ福祉をめダす全国患者・家族団体連藤飢。交流と討

論を受け継いマ行われ八ものマ･ある。

　

北海道力ヽら宮誦県まで、26団体j48名の恋着と家族が出席し、

嵯難病連力ヽらは伊藤専務局長、山崎さん、安＃ｊん、偉く廓根

室から河股さん。そしイ三森の５人が希々口しμ。

　

初め匹この会の八勁噂々･あゐ長宏氏が､「私たちば曰本

の医療と漆征司1行形叫Ｍ決看であるリ月日への希望を導ざ出

寸ことが最大(乃目的バニカ弦く拶拶した。航いて、西三郎都立

大学教授の記念翁寅に穆っ八。思老の要ポと連動倉突･､八郎果

として。＝安心しマ生涯を全うすゐ町＝東京三鷹市の実例か

り月曰の期待が躍押妨死ぬ。日々に期待を特巧深けゐ着爾す

が生き残る一。と｡いう「夜と霧。に屈かれたアウシュビヽｿ川又

容所に重ね合わせた話などいじに残ゐ講演だづこ。苛撞から金

ｲｔを３つに分けて分散会に入ヅ≒∠?煮域マ゛貴重徊翻剱活



動が溌表されμが｀｡全体を涌しマー朗侶えゐことは。こ我々(ｱ)

姪動がて庖若中心の医療(が鋤に確実に寄与しマいゐ。ことを

碓俵したことである。

　

２日目ロ)最徐にt.ｲ皿ヵxﾐ「瀕診諦四談繕実tこ

拡が≒マいる即で、患看・障害者の生活や要求が笏孵Cしマい

ゐ。ま几患者及び介護若、世帯主が高齢じしマいく中で。今

壊患看(ｸ)自立生活をと;うずゐか。死亡率の改善と共に患者が

一人マ暮ら秀なくてばいけなくなること。ま仁地域較差をと･

う寸るがヽ、なと≒諸々な問題程起と展望を含めたまとめの報告

をして閉会と｡なった。

　

日患協は1986年６月15日

各地の難病団体や慢性疾患

の団体などで結成されまし

た。この会は「人間の尊厳

そして生命の尊厳が全てに

わたり、何よりも大切にさ

れる社会」を願って「現代

における人間性復権の闘いu

を宣言して運動をすすめて

います。

　

まだ結成されたばかりの

会ですが、多くの皆さんの

ご支援をいただきながら連

動していきます、

〈加盟を予定している団体〉
●北

　

侮

　

道

　

難

　

病

　

連

●秋田離病団体連絡協議会

●陥鳥県難病団体連絡協議会

●茨城県難病団体連絡協議会

●群馬県難病団体連絡協譲会

●埼玉県障害難病団体協議会

●長野県難病忠者連絡協議会

●岐阜県難病団体連絡協議会

●静岡以難病団体連絡協議会

●三重県難病団体連絡協議会

●滋賞県維病迪絡協議会

●京都難病団体連絡会

●大阪難病者団体連絡協議会

●兵庫県難病団体連絡協議会

●奈良県難病連絡協議会

●高知県難病剛体辿絡協議会

７

●宮崎県難病団体連絡協議会

●鹿児島県難病団体連絡協議会

０グ゜キン岐害考の会

Ｃ互

　　　　

療

　　　　

会

フスモンの会全国連絡協譲会

　　　　　　　　　　　　

･i〃
こ全園肝臓病思者会連絡協議会

ｏ令国膠原病友の会

０全国交通労働災害対策協議会

Ｃ全国腎臓病患者連絡協議会

ｏ全倒心臓病の子供を守る会

〇全国多宛性硬化症友の会

〇全国パーキンソン病友の会

〇全国ハンセン病患者協譲会

Of氏肺機能グループ

０日

　

本

　

患

　

者

　

同

　

盟

　　　　　　　

I1986年8 11現在|
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難
病
対
策
15
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚
生
省
保
健
医
療
局
結
核
難
病
感
染
症
課

．
．
・
『
・
’
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
＝
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
・
’
…
…
…
…
…
…
・
’
…
…
…
…
…
技
官

江

　

口
弘
久
…
…
‘
・
・

　

難
病
と
い
う
言
葉
は
、
医
学
的
用
語

で
な
く
社
会
通
念
的
な
言
葉
で
あ
り
時

代
と
と
も
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、
が
っ
て
の
結
核
な
ど
は
国

・
民
病
と
し
て
恐
れ
ら
れ
、
そ
の
時
代
に

お
い
て
は
難
病
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
最
近
の
医
学

の
進
歩
に
よ
り
新
し
い
治
療
法
が
開
発

さ
れ
た
り
し
て
現
在
で
は
難
病
と
し
て

考
え
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
疾
病
に
代
っ
て
、
今
ま

で
は
原
因
も
治
療
方
法
も
わ
か
ら
な
い

た
め
宿
命
的
な
も
の
と
し
て
、
患
者
も

家
族
も
あ
き
ら
め
た
り
、
ま
た
家
族
の

中
で
介
護
さ
れ
た
り
し
て
世
間
に
は
目

立
だ
な
か
っ
た
難
治
性
の
疾
病
が
、
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

で
は
難
病
と
は
。
原
因
不
明
で
あ
り
、

II･●....●●●Ill°1●･ll●･●,I,●●･“I¨♂

治
療
法
が
未
確
立
で
あ
り
、
か
つ
後
遺

症
を
残
す
お
そ
れ
の
少
な
く
な
く
、
し

か
も
経
過
が
慢
性
的
で
、
経
済
的
、
精

神
的
に
も
負
担
の
大
き
い
疾
病
と
し
て

整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

難
病
対
策
の
発

　

難
病
対
策
も
新
た
な
時
代
の
要
請
の

結
果
生
ま
れ
た
も
の
で
、
今
日
の
難
病

対
策
の
発
端
と
な
っ
た
一
つ
が
ス
モ
ン

の
登
場
で
あ
り
ま
す
。

　

ス
モ
ン
は
脊
髄
や
視
神
経
、
末
梢
神

経
に
変
化
が
起
り
、
初
め
両
下
肢
の
し

び
れ
な
ど
知
覚
異
常
を
き
た
し
、
次
第

に
身
体
の
上
部
へ
と
広
が
り
、
進
行
す

る
と
歩
行
障
害
や
視
力
障
害
な
ど
を
き

た
す
治
療
の
は
な
は
だ
困
難
な
疾
病
で

す
。

　

病
因
と
し
て
ウ
ィ
ル
ス
説
が
発
表
さ

れ
、
患
者
が
周
囲
か
ら
社
会
的
疎
外
を

受
け
る
な
ど
の
問
題
も
起
き
た
り
し
ま

し
た
。
原
因
不
明
の
疾
患
に
対
す
る
研

究
体
制
と
し
て
、
三
十
九
年
度
か
ら
厚

生
科
学
研
究
費
、
医
療
研
究
助
成
費
な

ど
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
四
十
四
年
度
に
は
そ
れ
ま
で
の
研

究
班
が
ス
モ
ン
調
査
研
究
協
議
会
と
し

て
組
織
さ
れ
、
以
降
厚
生
省
の
大
型
研

究
班
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
の
調

査
肝
究
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

四
十
五
年
九
月
、
ス
モ
ン
と
キ
ノ
ホ

ル
ム
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
示
唆
に
よ

り
、
キ
ノ
ホ
ル
ム
剤
の
販
売
な
ど
を
中

止
し
た
結
果
、
新
患
者
数
は
激
減
し
ま

し
た
。
こ
の
成
果
は
、
他
の
難
病
に
関

し
て
も
、
ス
モ
ン
と
同
様
の
方
式
に
よ

っ
て
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
可
能
で
は

な
い
か
と
い
う
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
は
ス
モ
ン
の
入
院
患
者
に
対
し

て
、
月
額
一
万
円
を
治
療
研
究
費
と
し

て
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

難
治
性
の
疾
患
、
高
額
の
医
療
費
を

要
す
る
疾
患
に
つ
い
て
の
対
策
が
、
医

寮
費
の
面
を
中
心
と
し
て
、
従
来
の
公

費
負
担
の
枠
を
こ
え
て
拡
大
さ
れ
る
一

方
、
治
療
研
究
に
対
応
す
る
調
査
研
究

に
つ
い
て
は
、
研
究
助
成
賢
が
組
ま
れ
、

難
治
性
の
肝
炎
や
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、

サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
な
ど
も
含
め
て
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

難
病
対
策
発
足
の

　

四
十
七
年
度
の
重
点
施
策
の
一
つ
と

し
て
難
病
対
策
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
四

十
七
年
七
月
一
日
か
ら
公
衆
衛
生
局
に

特
定
疾
患
対
策
室
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

特
定
疾
患
対
策
事
業
を
着
手
す
る
に

あ
た
り
、
医
学
の
各
分
野
に
お
け
る
専

門
家
か
ら
な
る
特
定
疾
患
対
策
懇
談
会

　

８

を
厚
生
省
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
設

置
し
、
対
策
の
畦
進
に
つ
い
て
意
見
を

聞
き
、
調
査
研
究
の
対
象
疾
患
と
し
て

八
疾
患
を
、
治
療
研
究
を
四
疾
患
と
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
す
。

＊
こ
れ
μ
。
贋
隣
紙
♂
Ｐ
ｃ
の

搾
蘭
』
6
1
年
９
月
／
Ｕ
ｌ
り
転

載
さ
苛
い
八
だ
万
ま
し
鳶
。

祝
福
章
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☆近況報告としましては、どうにか新婚生活(り始まり…この

病気にな･ﾉ緬婚を諦めた私にとって。人並みなが婚式が出釆、

新婚生活を送れゐなんマ夢みたいです。

　

しかし、私ば

が目に見えマいゐＱマヽす溥められないと苫うし体の方が刷貳･

が酋くな・T川驚くなっ白八貪血の方乙落ち着ぎません。

　

通院Ｑ方乙なかなか大変です。今まで実寥(ｱ)近くにぎ年以上

乙かかっマいゐので変えゐわけに仏ヽか竃片道卜時問以上石

かけヴ通院しマおります。

　

これからは寒い冬、当万一隔方μすごい雪です。今は乙うー／、

の体でばないク)マヽ無理をせす主人の為に画子根を雇めゐよう

頑張卵ていです。

　

昔様も風邱など･ひかがいよう気をつけて頑張ゼマ下さい。

　　　

・ｲ岫逼美香子(旧姓西肘)

　　　　

〈和主所〉

９

９
１

ａ



　

＊友祠順'年釦咄席しマ＊

☆２別口。朝ヵヽら(7)大雪で、畑方から出/帯ざれゐ方は大変で

はと思バお･はしたが、Ｘ席老乙なく楽しい２時間を過ござ

ゼ:マむらいましμ。

　

佐川先生。河野た生方６、曰曜cｱ)家庭サービスを鎚よして出

席いたださありがとうごかいまし穴。

　

私乙入隋申てヽしﾌﾞkが、出席して初顔兪ゼ:の方乱ヽマ、自己紹

介。それにクジ引きなどヽむあり、思ヽいがけないプレゼントに胎

;yん/じ｀ウーヤウベリ

　

スしぶりに盾ｊんに会べ冲Tが生

わ八ヽを見っけて。ﾉﾚしでもそれに向バ生ざマいると感じま

しμ。

　

私達。恋着ですけれどヽ、身体の調子(2･盲い時に何知をしなく

ては／

　

一歩かっ４んでいｊましょラノ

　

これば私自身考えな

けれぽと萬ヽつマいゐ事です。具合の悪い時は先生に頼。万言

友白分マ･も｢'冶すんた七という気持ちになって頑張り｣しょう

ね。冶他力本願｡です。

　

この次<7)%まりは、-ﾒ､でもﾀﾀく回しマ話し洽。マみませ

んか？楽しみにしマいま寸。

　　　　　　　　　　　　　　

・札幌市・

　

山田恭子

/○



☆こ･m.膠原病友の会に入会すゐことになり、皆様方円ま何

かとおぞあになりますことを、ますヽ乙ってご挨拶申しょげます．

　

私の病屈ま玲発ぽ筋炎ですが、こ(ｱ)節名とわかゐまでにはい

ろいろな工じノートが｀ありました．今思えば、こ(刀病気にな･つ

た四果、かれこれ/0年荊にもさかのぼ｀ると尽ヽいます．

　

現在溶療中剛収珍済好一内科病院で、昨年ワ月筋ま葎の緬果

多発匡筋炎であゐことがわ心ﾉました．８月にこの病陳に入院

しマ以米、職寒柄9.月に一時遼院をし、再剣〇月より入院中で

ありますが、とて乙衣い病院マ‘．院長死生をばじめ膳先生方．

そして看護婦さん、それにいろいろ御世話下方ゐスタッフの皆

寸ん(刀毎日の励まし(刀中、私も節気に負けないよう頑張･、マい

１す．私(z)場合、長期にね穴り病気にカヽか．八為．治療石ま/１

同じく長期必要な肩ですけれど．いずれにせよ病気がよまっマ

くれればと祈りつつ頑張っマいゐところです．

　

こうした病院生活乙私の場台初めママ･すＱで、はじ刈ま落ち

着力ヽない毎曰でしたが．いろヽ､ヽろな本を読んだり、いろいろ(刀

人とａ出会いの守マイなんれんこい石ばんばし、など･の資料を

送っマい穴八き．自分(ｱ)病気に対す討口識｀やら．障害年金など･

の勉強をし毎日を送っマいゐ次ヤマ･す．こうして自分なりにこ

の肩な病気になり、今まで憾じなかっ八、そしてまた．考えた

ことのない事柄をいろんな分野から勉強すゐことが出釆．あゐ

面゛列球いことだと､自分がﾉに官い意味に鰯劾しフいゐ訳です．
／／



　

「なんれん」いちばんぽしを読まゼマ､｡ヽμμいμ中で、皆

ざん一人一人が頑張っているの穴と。手にとゐようにｲ云わって

ｊまず。それに雅さん一人一人ではなぐ皆１んの力が｀－・つの

鞍どなっていろんな分野マ奮き、動いていて、私（刀拷な乙のに

乙力になってくれていゐと思うし筆を走らせない訳にμいか

なくなり、乱文ではありま寸が書々七てい穴片いた訳です。ど

う力ヽ/割唆ともよゐしくお願いいたしまず。

　

なお、皆禅方にいりお蚕いずることが出釆ゐかわかりません

が、そ（ｱ､日を楽しみにしマいま可。その節はよろしく７

(現在､j図会榔細細敗績削・沼田町・熊野勝本、

考
今年も、皆ざんがらたくさんの年賀状をい八ださありがと

うございまし八。そ(ﾌ)中の一郎をご紹介します。

●深川市三谷真子子

　　

今のところは元気にやっマいぽす。息子乙今年ヵヽら保育

　

園に人ゐ優退で寸。私乙元気にやっマいま万。今年ひ乍年

(刀ように元気にいき八いじ寓ヽいます。

・長崎県

　

入μ

　

原叔子

　　

函けましマおめマ･とうｺﾞざいまず｡苅が呟き、山は緑の

　

おjE月を迎えマおります。北と南とて･は驚く程の違いです。

　

今年む北海道z)ヽら仇機関紙を楽しみにしマいまず。

/2



●札幌市淋田侑子

　　

草々に賀状ありがとうご了います。旧年中はｲりヽとお世

　

話にいﾉましμ。私入院せす２週関に一度cｱ)通院生活で

　

病気と押寂くしながら日々を過ごしマいまず。皆々肩も寒

　

さに同かいます(ﾌ)で体に気をつけてお勤めして下心≒本

　

年石どうぞよろしくお願い申しょげまず。

●札幌市片桐幸子

　　

色々おざ話ありがどうござ｀いま竃自余乃事ぽかりで申

　

し訳けありません。夢中マ働いマ抄汀■。本耳胴圭丿年

　

マヽ和けづようお参り申しょげＪす。

●旭川市野村杵子

　　

冷ヽ年ぞﾉ元気一杯で過ごしたいと思います。どうぞよろし

　

くお願い致します。

・清里町岩倉亜紀子

　　

あけＪしマおめでとうござてヽまず．風牙恥ひかずに元気

です。今年もよろしく心願いしＪす。

●旭川市小石真智子
％や

　

昨年中はいろいろお世話になりまし乙今年も釘浙気

とヶソ刀しないように、明るい話題をたく寸んつくりまし

ようね。
/3



●よ塙町私元漬凍E

　　

日卓口活動に感謝申し上げます／今年こそ｡乙沃息レ

　

体調に気を配っマいゐので可がこなかなﾒ)ヽ思うようにいｊ

　

ません。でもこ㈹立で負けマいられまぜん洋娘のために

　

も。本年りとヽうぞよゐしくお騨いいかしaT.

・帯広市庫旧浩子

　　

いつ石こ活廓持です。お世部になゐば抑け何(ｱ)おヰ柘、

　

いざﾉ出孝す申し訳け卸ほせ

●か1ヽ町小隅そ私

　　

分身体の調子はいφが｀ですか。今年び卵孚れば出席方

　

ぞていμ匠刀こいと思っマいまず。

　

会員Miさんヵヽら(z)会費は、友の会活動の大切な資金と

なっています。

　

今回はり爾口ろ2年名月で会費切れの方達に郵便振替用

紙を同封いたしましたので、よろしくお願いします。

　

昨ま活保護を受けマいゐ方なし会費納入が困難な事

楕の方は、会費免除なごでさますので、専務局へご一報下

/吽



⑩務局からめ畜知昌世

☆ご寄付い八片きました。

　　

・目黒ﾉN重子浦2卯0円

　

・加藤禎子様

　

４５０円

　　

・柴田宣子肩

　

肋o円

　

。塘尾芙深浦

　

ぢ000円

　　

・熊野磨太浦3､０００円

　　　　　　　　　　　　

ありがとうゴざいまし乙

☆新しく入会ざれμ方建です。

・松井

　

春黄 さん (SLE S.2I生)

・熊野勝Å八（穆ME筋炎釧８生）

・新田真弓さふ(SLE S.羽生）

女社所変更C7)万達です。

　　

・成田

　

ハすさん

00月より｡ご家族と離れ一人暮らしを始めまし八｡）

/S一



，祠部偲子さル

・浦辺律子匹（旧姓節ﾉ○

・阿部ｲ圭子さふ

・丸田利恵子５ん

・達藤枝お、

祁婚しました。

順の=４=９ Ｑ

･市端しおり４（旧姓斉藤）

　

昨年(7)6月経婚しまし穴。３月床山jﾇﾇ児(ｱ1赤恥,ん

を庫みＪ・。体の事もあり色々従いむ悩みもしましたが｀

産むつもりでいます。今は理解削

とマリF福にしていＪす。ここまでこれ穴事に本当

に色々な方に感謝しマいまず。

ある方ぺ縦込市彰んヘアドバイスを/一↓

　　

゜.

　　

｀-

　

/6
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詐ＪＪＪ

　

月曰の経つのは本当に犀いざﾉのですね。この闇までご明

けましておめでとうゴざいまず。と容っマいたかと思うど

乙う２月と詞

も本杯的に溶動間物です。

　

２月IE㈲)にμ幌県便貯金会館【でおいて．何時乙お世

話になっている佐川先生．河野死生をお迎えして．新年会

を行ないました．゛食べゐこと､､が主体でしたが、それでヽ

乙時期はずおの新年会ヽド、冷いにすべ、多いに語り合っ八

ぴとときマ･し八衣/8名参加)

言ﾌﾟな①言ご二二ごこ

気をゆるめす､二の冬を秉り切りましょう。

　

辱に）
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